
2020年 9 月 25 日 

プルデンシャル・ホールディング・オブ・ジャパン株式会社 

過年度の四半期業績報告および 2019年度のアニュアルレポートの一部訂正について 

プルデンシャル・ホールディング・オブ・ジャパン株式会社より過日公表いたしました平成 28 年度
（2016 年度）および平成 29 年度（2017 年度）の四半期業績報告及び 2019 年度のアニュアルレポート
「プルデンシャル・ホールディング・オブ・ジャパンの現状 2020」において、当社連結および保険子会
社のソルベンシー・マージン比率の計算に誤りがあることが判明しました。関係者の皆さまにご迷惑を
おかけしましたことを深くお詫び申しあげます。 

訂正箇所および訂正内容は、四半期業績報告については別紙１に、「プルデンシャル・ホールディング・
オブ・ジャパンの現状 2020」については別紙 2 に記載しております。 

平成 28 年度（2016 年度）および平成 29 年度（2017 年度）の四半期業績報告の誤りは、2020年 8 月
31 日に公表いたしました「過年度のアニュアルレポートおよび決算報告の一部訂正について」中に記載
いたしました精査の結果判明したものです。また、「プルデンシャル・ホールディング・オブ・ジャパン
の現状 2020」の誤りは、保険子会社において公表数値の誤りが判明するなかでこのたび新たに判明しま
した。 

本日並びに 2020 年 8 月 31 日付でご報告いたしました訂正について、訂正後の資料を当社ホームペー
ジに掲示しております。 

今後につきましては、親会社として、保険子会社による本訂正にかかる根本原因の分析、再発防止策の
検討・実施の取組みに関与し、その状況を確認することで、当グループの内部管理態勢の強化を図ってま
いります。 



 
 

四半期業績報告正誤表 

 

平成 28 年度（2016 年度）および平成 29 年度（2017 年度）の四半期業績報告における訂正内容は 
以下の通りです。 
 
【訂正箇所】 
●平成 28 年度（2016 年度）第 1四半期業績報告 
3 ページ 

プルデンシャル・ホールディング・オブ・ジャパン連結 
連結ソルベンシー・マージン比率 

平成 28年度（2016年度） 
第 1四半期末 

正 誤 
965.2% 965.1% 

 
●平成 29 年度（2017 年度）第 1四半期業績報告 
平成 29年度（2017年度）上半期業績報告 
平成 29年度（2017年度）第 3 四半期業績報告 

2 ページ 
「契約業績（生命保険会社 3社合算）」 

プルデンシャル生命 
ソルベンシー・マージン比率 

2016年度末 
正 誤 

872.1% 872.0 % 
 

以上 
  

別紙 1 



 

「プルデンシャル・ホールディング・オブ・ジャパンの現状 2020」正誤表 

 

 
【訂正箇所】 
●34 ページ 保険持株会社及びその子会社等である保険会社の保険金等の支払能力の充実の状況 

（連結ソルベンシー・マージン比率） 
正誤データ 

     

＜正＞ (単位：百万円)

 ソルベンシー・マージン総額  　　　　　　　　　　　　　　　　　　(A) 1,557,094 

 リスクの合計額              　　　　  　　　                     　  (B) 356,830 

 資産運用リスク相当額 R3 273,791 

 ソルベンシー・マージン比率 872.7%
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＜誤＞ (単位：百万円)

 ソルベンシー・マージン総額  　　　　　　　　　　　　　　　　　　(A) 1,557,094 

 リスクの合計額              　　　　  　　　                     　  (B) 356,829 

 資産運用リスク相当額 R3 273,790 

 ソルベンシー・マージン比率 872.7%
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以上 
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